
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　画素電極と前記画素電極に対向する共通電極とを有する画素部が、複数のデータ線と複
数の走査線の交点に対応してマトリクス状に配列された表示パネルと、
　表示データに応じた階調電圧を、前記データ線へ出力するための駆動回路と、
　ゲートオン電圧とゲートオフ電圧を、前記走査線へ出力するための走査回路と、
　前記駆動回路を駆動するための電源電圧と、前記階調電圧の生成に用いられる階調基準
電圧と、前記ゲートオン電圧と、前記ゲートオフ電圧と、前記共通電極に印加されるコモ
ン電圧を出力する電源回路とを備える表示装置において、
　前記コモン電圧は、高電位のコモン電圧と低電位のコモン電圧とを含み、
　前記ゲートオフ電圧は、高電位のゲートオフ電圧と低電位のゲートオフ電圧とを含み、
　前記電源回路は、
　電源から基準電圧を生成するための第１の回路と、
　前記基準電圧から前記電源電圧を生成するための第２の回路と、
　前記電源電圧から前記ゲートオン電圧を生成するための第３の回路と、
　前記基準電圧から前記階調基準電圧を生成するための第４の回路と、
　前記階調基準電圧から前記高電位のコモン電圧を生成するための第５の回路と、
　前記高電位のコモン電圧から前記低電位のコモン電圧を生成するための第６の回路と、
　前記高電位のコモン電圧と前記低電位のコモン電圧とを切り替えて何れかを出力するた
めの第７の回路と、



【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】
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　前記基準電圧から前記低電位のゲートオフ電圧を生成するための第８の回路と、
　前記高電位のコモン電圧と前記低電位のコモン電圧の電位差に対応する電圧を前記低電
位のゲートオフ電圧に重畳して、前記高電位のゲートオフ電圧を生成するための第９の回
路と、
　前記高電位のゲートオフ電圧と前記低電位のゲートオフ電圧とを切り替えて何れかを出
力するための第１０の回路とを備えることを特徴とする表示装置。

　前記電源回路は、
　前記第４の回路からの前記階調基準電圧を増幅するための回路と、
　前記第５の回路からの前記高電位のコモン電圧を増幅するための回路と、
　前記第６の回路からの前記低電位のコモン電圧を増幅するための回路と、
　前記第７の回路からの前記高電位のゲートオフ電圧を増幅するための回路と、
　前記第８の回路を生成するための回路からの前記低電位のゲートオフ電圧を増幅するた
めの回路とを備えることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。

　前記第２の回路は、前記基準電圧を昇圧して前記電源電圧を生成し、
　前記第３の回路は、前記電源電圧を昇圧して前記ゲートオン電圧を生成することを特徴
とする請求項１又は２に記載の表示装置。

　前記第５の回路は、前記階調基準電圧を基準として外部のプロセッサからの第１の設定
値に従って前記高電位のコモン電圧を生成し、
　前記第８の回路は、前記基準電圧を基準として前記外部のプロセッサからの第２の設定
値に従って前記低電位のゲートオフ電圧を生成することを特徴とする請求項１から３の何
れかに記載の表示装置。

　前記電源回路は、前記外部のプロセッサから前記第１の設定値および前記第２の設定値
を設定・保持するための回路を備えることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。

　前記駆動回路は、前記第１の設定値および前記第２の設定値を前記外部のプロセッサか
ら受信するための回路を備え、
　前記駆動回路は、前記第１の設定値および前記第２の設定値を前記電源回路へ出力する
ことを特徴とする請求項５に記載の表示装置。

　前記駆動回路は、前記外部のプロセッサからの命令に従って、前記第１の設定値および
前記第２の設定値を前記電源回路へ出力することを特徴とする請求項６に記載の表示装置
。

　前記第１０の回路は、前記第７の回路で前記低電位のコモン電圧が選択される場合に、
前記低電位のゲートオフ電圧を選択することを特徴とする請求項１から７の何れかに記載
の表示装置。

　前記駆動回路は、交流化信号を前記電源回路へ出力し、　
　前記第７の回路は、前記交流化信号に従って、前記高電位のコモン電圧と前記低電位の
コモン電圧とを切り替え、
　前記第１０の回路は、前記交流化信号に従って、前記高電位のゲートオフ電圧と前記低
電位のゲートオフ電圧を切り替えることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。

　前記第７の回路は、前記表示パネル内の駆動電圧が正極性である場合に、前記低電位の
コモン電圧を選択し、
　前記第１０の回路は、前記表示パネル内の駆動電圧が正極性である場合に、前記低電位



【請求項１１】

【請求項１２】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置の電源を制御するための電源装置及びその電源装置を備えた液晶
表示装置に係わり、特にＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）方式の液
晶表示装置の電源制御装置及びその電源装置を備えた液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の液晶表示装置の電源回路としては、例えば、特開平１０－３０１０８７号公報「液
晶表示装置」に開示される電源回路がある。図１３を用いて説明する。
【０００３】
一般的に知られるように、液晶パネルにおいては、液晶層の劣化を防止するため、コモン
電極（対向電極）に対する画素電極への書き込み電圧の極性を反転する交流駆動が必要で
あり、ＴＦＴ液晶パネルの駆動方式の１つとして、コモン反転駆動方式がある。コモン反
転駆動方式を簡単に説明すれば、ＴＦＴ液晶パネルのコモン電極を一定時間毎に低電位と
高電位に切り替えてドレイン電圧を画素電極に書き込む駆動方式である。
【０００４】
また、ＴＦＴ液晶の画素構造として、保持容量を画素電極と１ライン前のゲート線に接続
する構造がある。コモン反転駆動方式を適用した場合、この画素構造においては、コモン
電圧と同振幅かつ同位相となるようにゲート線のオフ電圧を交流し、液晶容量の両端の電
位差を一定に保つ駆動方法が、保持容量及び液晶容量の充放電電流を抑える効果があるた
め、一般的に使われている。
【０００５】
図１３は従来の電源回路であり、前記コモン電圧及びゲート線のオフ電圧を生成する。図
１３において、ＯＰはオペアンプ、ＴＲ１はＮＰＮ型トランジスタ及びＴＲ２はＰＮＰ型
トランジスタ、ＺＤはツェナーダイオード、Ｒ１から４は抵抗、Ｃ１はコンデンサである
。
【０００６】
本回路では交流化信号Ｍを入力し、ＯＰで反転増幅して、ＴＲ１及びＴＲ２で構成される
バッファで電流増幅してコモン電圧Ｖｃｏｍを生成している。また、ＺＤにより負電圧Ｖ
ＥＥ側にコモン電圧Ｖｃｏｍから電圧をシフトしてゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成して
いる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ＴＦＴ液晶パネルは従来のノート型パソコンなどに用いられる大型ＴＦＴ液晶パネルに加
えて、特に低消費電力が要求される小型の携帯情報機器にも適用されている。
【０００８】
しかし、従来の電源回路はコモン電圧ＶｃｏｍからＺＤを介して定常的に電流が流れ、消
費電力が高かった。また、適用するＴＦＴ液晶パネルに応じてＶｃｏｍ及びＶｇｏｆｆの
振幅や電圧レベルを変更するためには各抵抗値を変更したり、ＺＤなどの部品を置き換え
たりする必要があった。さらに、部品点数が多く、コスト的に不利であった。
【０００９】
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のゲートオフ電圧を選択することを特徴とする請求項８又は９に記載の表示装置。

　前記高電位のコモン電圧と前記低電位のコモン電圧の電位差は、外部のプロセッサから
の第３の設定値に従って変更可能であることを特徴とする請求項１から１０の何れかに記
載の表示装置。

　前記コモン電圧と前記ゲートオフ電圧とは、同位相で同振幅であることを特徴とする請
求項１から１１の何れかに記載の表示装置。



本発明の目的は、液晶表示装置の消費電力を低減することが可能な電源装置及びその液晶
表示装置を提供するである。
【００１０】
又は、本発明の目的は、ユーザの利便性を向上することが可能な。電源装置及びその液晶
表示装置を提供することである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、液晶表示装置の共通電極の駆動電圧と走査線の非走査期間電圧との振幅及び電
圧レベルを設定する設定値保持回路と、設定値に従って前記共通電極の駆動電圧と前記走
査線の非走査期間電圧との振幅基準電圧を生成する振幅基準電圧生成回路と、前記振幅基
準電圧と設定値から決まる振幅及び電圧レベルで前記共通電極を交流駆動する共通電極駆
動回路と、前記振幅基準電圧と設定値から決まる振幅及び電圧レベルで前記共通電極の駆
動電圧と同位相かつ同振幅の前記走査線の非走査期間電圧を生成する非走査期間電圧生成
回路とを具備する。好ましくは、前記共通電極駆動回路は、設定値に従って一方の電位を
生成し、一方の電位から振幅基準電圧に従って他方の電位を生成し、両電位を切り替えて
共通電極の駆動電圧を生成する、好ましくは、前記非走査期間電圧生成回路は、設定値に
従って一方の電位を生成し、一方の電位から振幅基準電圧に従って他方の電位を生成し、
両電位を切り替えて前記走査線の非走査期間電圧を生成する、好ましくは、前記共通電極
の駆動電圧の低電位側電圧は負電位あるいは接地（グランド）あるいは正電位のうちのい
ずれにも設定可能である。
【００１２】
又は、本発明は、液晶表示装置の共通電極の駆動電圧と走査線の非走査期間電圧との電圧
レベルを設定する設定値保持回路と、一方の電位を固定し他方の電位を設定値に従って生
成して前記共通電極を交流駆動する共通電極駆動回路と、一方の電位を設定値に従って生
成して他方の電位を共通電極の駆動電圧の電位差から生成して前記共通電極の駆動電圧と
同位相かつ同振幅の前記走査線の非走査期間電圧を生成する非走査期間電圧生成回路と、
を具備する。好ましくは、前記共通電極の駆動電圧の固定する一方の電位は接地（グラン
ド）である、
又は、本発明は、データ線とスイッチング素子を介して接続された画素電極と画素電極と
の間に液晶を挟持する共通電極とを有する画素部を複数のデータ線および複数の走査線の
交点位置にマトリックス状に配列された液晶パネルと、各種設定値を設定する中央処理装
置と、前記中央処理装置からの設定値を一時保持する液晶駆動回路と、前記液晶駆動回路
からの設定値及び制御信号に従って液晶パネルの走査線を駆動する走査回路と、基準電源
を昇圧して前記液晶駆動回路の電源及び前記走査回路の電源及び液晶パネルの共通電極の
駆動電圧を前記液晶駆動回路からの設定値に従って生成する電源回路とを具備する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
（第１の実施の形態）
以下、図１から図３を用いて、本発明の一実施形態による電源回路の構成および動作につ
いて説明する。最初に、図１を用いて、本実施形態による電源回路の全体構成について説
明する。
【００１４】
本実施形態による電源回路は、設定値を保持する設定レジスタ１００と、基準電圧Ｖｒｅ
ｇから設定値に従って電圧Ｖａｍｐを生成する振幅基準発生回路１０１と、基準電圧Ｖｒ
ｅｇから設定値に従って電圧ＶｃｏｍＨを生成するＶｃｏｍＨ基準発生回路１０２と、前
記ＶｃｏｍＨと前記Ｖａｍｐから電圧ＶｃｏｍＬを生成するＶｃｏｍＬ生成回路１０３と
、基準電圧Ｖｒｅｇから設定値に従って電圧ＶｇｏｆｆＬを生成するＶｇｏｆｆＬ基準発
生回路１０４と、前記ＶｇｏｆｆＬと前記Ｖａｍｐから電圧ＶｇｏｆｆＨを生成するＶｇ
ｏｆｆＨ生成回路１０５と、ＶｃｏｍＨ及びＶｃｏｍＬ及びＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆ
Ｌを受けて電流増幅するバッファ１０６から１０９と、交流化信号Ｍに従ってＶｃｏｍＨ
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及びＶｃｏｍＬを切り替えてコモン電圧Ｖｃｏｍを生成する電圧セレクタ１１０と、交流
化信号Ｍに従ってＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆＬを切り替えてゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆ
を生成する電圧セレクタ１１１と、から構成される。
【００１５】
次に本実施形態による電源回路の動作について説明する。まず、設定レジスタ１０２には
振幅基準発生回路１０１と、ＶｃｏｍＨ基準発生回路１０２と、ＶｇｏｆｆＬ基準発生回
路１０４の各回路が生成する電圧を決定するための設定値が保持されている。各設定値を
変更すると、変更された設定値に従って各回路の生成する電圧が変化する。振幅基準発生
回路１０１は、基準電圧Ｖｒｅｇを基準として設定値に従って、ＶｃｏｍＬ生成回路１０
３及びＶｇｏｆｆＨ生成回路１０５の基準電圧である電圧Ｖａｍｐを生成して、コモン電
圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの電圧振幅を決定する。ＶｃｏｍＨ基準発生回
路１０２は、基準電圧Ｖｒｅｇを基準として設定値に従って、コモン電圧Ｖｃｏｍの高電
位側電圧となる電圧ＶｃｏｍＨを生成する。ＶｃｏｍＬ生成回路１０３は、ＶｃｏｍＨを
基準としてＶａｍｐに従って、コモン電圧Ｖｃｏｍの低電位側電圧となる電圧ＶｃｏｍＬ
を生成する。ＶｃｏｍＨ及びＶｃｏｍＬはバッファ１０６及びバッファ１０７により、Ｔ
ＦＴ液晶パネルのコモン電極を駆動するのに十分な電流を供給するように、電流増幅され
る。バッファ１０６とバッファ１０７により増幅されたＶｃｏｍＨとＶｃｏｍＬは電圧セ
レクタ１１０に入力され、交流化信号Ｍにより切り替えて一方をコモン電圧Ｖｃｏｍとし
て出力する。例えば交流化信号Ｍがローレベルのとき液晶パネルの駆動電圧が正極性とす
ると、電圧セレクタ１１０はＶｃｏｍＬを選択して出力する。ＶｇｏｆｆＬ基準発生回路
１０４は、基準電圧Ｖｒｅｇを基準として設定値に従って、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの
低電位側電圧となる電圧ＶｇｏｆｆＬを生成する。ＶｇｏｆｆＨ生成回路１０５は、Ｖｇ
ｏｆｆＬを基準としてＶａｍｐに従って、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの高電位側電圧とな
る電圧ＶｇｏｆｆＨを生成する。なお、電圧ＶｇｏｆｆＨはＶｇｏｆｆＬとの電位差がコ
モン電圧Ｖｃｏｍの振幅と同じになるようにする。ＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆＬはバッ
ファ１０８及びバッファ１０９により、ＴＦＴ液晶パネルのゲート電極のオフ期間を駆動
するのに十分な電流を供給するように、電流増幅される。バッファ１０８とバッファ１０
９により増幅されたＶｇｏｆｆＨとＶｇｏｆｆＬは電圧セレクタ１１１に入力され、交流
化信号Ｍにより切り替えて一方をゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆとして出力する。例えば交流
化信号Ｍがローレベルのとき液晶パネルの駆動電圧が正極性とすると、電圧セレクタ１１
１はＶｇｏｆｆＬを選択して出力する。従ってコモン電圧Ｖｃｏｍと、ゲートオフ電圧Ｖ
ｇｏｆｆは同位相かつ同振幅の電圧波形となる。
【００１６】
次に図２を用いて本実施形態による電源回路のコモン電圧Ｖｃｏｍを生成する回路につい
て具体例を挙げて詳細に説明する。図２において、振幅基準電圧発生回路１０１は、オペ
アンプＯＰ１と、可変抵抗Ｒ１ａと、抵抗Ｒ１ｂと、から構成される。ＶｃｏｍＨ基準発
生回路１０２は、オペアンプＯＰ２と、可変抵抗Ｒ２ａと、抵抗Ｒ２ｂと、から構成され
る。ＶｃｏｍＬ生成回路１０３は、オペアンプＯＰ３と、抵抗Ｒ３ａからＲ３ｄと、から
構成される。バッファ１０６はオペアンプＯＰ６から構成される。バッファ１０７はオペ
アンプＯＰ７から構成される。なお、ＶｃｏｍＨは通常正の電源電圧ＤＤＶＤＨ付近の電
圧値に設定されるため、ＯＰ２とＯＰ６の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の電源はグランドＧ
ＮＤとする。また、ＶｃｏｍＬは通常ＧＮＤ付近の電圧値に設定されるため、ＯＰ３とＯ
Ｐ７の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の電源は負の電源電圧ＶＣＬとする。また電圧振幅に係
わる電圧Ｖａｍｐを生成するＯＰ１の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の電源はグランドＧＮＤ
とする。
【００１７】
振幅基準電圧発生回路１０１では、基準電圧Ｖｒｅｇから可変抵抗Ｒ１ａ及び抵抗Ｒ１ｂ
で分圧して得られる電圧をボルテージフォロアを成すオペアンプＯＰ１でバッファして電
圧Ｖａｍｐを生成する。可変抵抗Ｒ１ａは抵抗とＭＯＳスイッチから構成されるいわゆる
電子式のボリューム抵抗で、設定レジスタ１００の設定値により抵抗値が変更可能である
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。また、ＶｃｏｍＨ基準電圧発生回路１０２では、基準電圧Ｖｒｅｇから可変抵抗Ｒ２ａ
及び抵抗Ｒ２ｂで分圧して得られる電圧をボルテージフォロアを成すオペアンプＯＰ２で
バッファして電圧ＶｃｏｍＨを生成する。可変抵抗Ｒ２ａは可変抵抗Ｒ１ａと同様に、設
定レジスタ１００の設定値により抵抗値が変更可能である。ＶｃｏｍＬ生成回路１０３は
差動増幅回路を成し、ＶｃｏｍＨとＶａｍｐからＶｃｏｍＬを生成する。ＶｃｏｍＬの電
圧は次式により表される。
【００１８】
ＶｃｏｍＬ　＝　Ａ・ＶｃｏｍＨ－Ｂ・Ｖａｍｐ　　　…（１）
（但し、Ａ＝｛（Ｒ３ｃ＋Ｒ３ｄ）・Ｒ３ｂ｝／｛（Ｒ３ａ＋Ｒ３ｂ）・Ｒ３ｄ｝、Ｂ＝
Ｒ３ｃ／Ｒ３ｄ、とする。）
バッファ１０６では、ボルテージフォロアを成すオペアンプＯＰ６でＶｃｏｍＨをバッフ
ァする。また、バッファ１０７では、ボルテージフォロアを成すオペアンプＯＰ７でＶｃ
ｏｍＬをバッファする。以上のように、ＶｃｏｍＨとＶａｍｐからＶｃｏｍＬを生成する
ことが可能であり、ＶｃｏｍＨとＶａｍｐを設定値により調節してＶｃｏｍの振幅及び電
圧レベルを容易に調節可能である。
【００１９】
ここで、コモン電圧Ｖｃｏｍの振幅を、ＶｃｏｍＨの設定によらずＶａｍｐの設定だけで
生成するための条件を示すと、Ｒ３ａ＝Ｒ３ｃ、Ｒ３ｂ＝Ｒ３ｄ、であり、これを式（１
）に代入して次式を得る。
【００２０】
ＶｃｏｍＨ－ＶｃｏｍＬ　＝　（Ｒ３ａ／Ｒ３ｂ）・Ｖａｍｐ　　　…（２）
すなわちコモン電圧Ｖｃｏｍの振幅はＶａｍｐに比例した電圧となる。
【００２１】
ここでＶｃｏｍＬの電圧値について説明する。ＶｃｏｍＬは（Ｒ３ａ／Ｒ３ｂ）とＶａｍ
ｐの積で決まり、ＧＮＤ付近の値を取る。ＯＰ３とＯＰ７の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の
電源は負の電源電圧ＶＣＬであるため、ＶｃｏｍＬは、負の電圧、ＧＮＤ、正の電圧のい
ずれかにすることが可能であり、種々の液晶パネルに対応することが可能である。
【００２２】
次に図３を用いて本実施形態による電源回路のゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成する回路
について具体例を挙げて詳細に説明する。図３において、ＶｇｏｆｆＬ基準発生回路１０
４は、オペアンプＯＰ４と、可変抵抗Ｒ４ａと、抵抗Ｒ４ｂと、から構成される。Ｖｇｏ
ｆｆＨ生成回路１０５は、オペアンプＯＰ５と、抵抗Ｒ５ａからＲ５ｄと、から構成され
る。バッファ１０８はオペアンプＯＰ８から構成される。バッファ１０９はオペアンプＯ
Ｐ９から構成される。なお、ＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆＬはグランドＧＮＤから負の電
源電圧ＶＧＬの範囲にあるものとする。
【００２３】
ＶｇｏｆｆＬ基準電圧発生回路１０４では、ＶｇｏｆｆＬと正の電源電圧ＤＤＶＤＨから
可変抵抗Ｒ４ａ及び抵抗Ｒ４ｂで分圧して得られる電圧が基準電圧Ｖｒｅｇに等しくなる
ようにオペアンプＯＰ４がＶｇｏｆｆＬを生成する。可変抵抗Ｒ４ａは可変抵抗Ｒ１ａと
同様に、設定レジスタ１００の設定値により抵抗値が変更可能である。ＶｇｏｆｆＨ生成
回路１０５は差動増幅回路を成し、ＶｇｏｆｆＬとＶａｍｐからＶｇｏｆｆＨを生成する
。ＶｇｏｆｆＨの電圧は次式により表される。
【００２４】
ＶｇｏｆｆＨ　＝　Ｃ・ＶｇｏｆｆＬ＋Ｄ・Ｖａｍｐ　　　…（３）
（但し、Ｃ＝｛（Ｒ４ｃ＋Ｒ４ｄ）・Ｒ４ａ｝／｛（Ｒ４ａ＋Ｒ４ｂ）・Ｒ４ｃ｝、Ｄ＝
Ｒ４ｂ／Ｒ４ｃ、とする。）
バッファ１０８では、ボルテージフォロアを成すオペアンプＯＰ８でＶｇｏｆｆＨをバッ
ファする。また、バッファ１０９では、ボルテージフォロアを成すオペアンプＯＰ９でＶ
ｇｏｆｆＬをバッファする。以上のように、ＶｇｏｆｆＬとＶａｍｐからＶｇｏｆｆＨを
生成することが可能であり、ＶｇｏｆｆＬとＶａｍｐを設定値により調節してＶｇｏｆｆ
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の振幅及び電圧レベルを容易に調節可能である。
【００２５】
ここで、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅を、ＶｇｏｆｆＬの設定によらずＶａｍｐの設
定だけで生成するための条件を示すと、Ｒ４ａ＝Ｒ４ｃ、Ｒ４ｂ＝Ｒ４ｄ、であり、これ
を式（３）に代入して次式を得る。
【００２６】
ＶｇｏｆｆＨ－ＶｇｏｆｆＬ　＝　（Ｒ４ｂ／Ｒ４ａ）・Ｖａｍｐ　　　…（４）
すなわちゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅はＶａｍｐに比例した電圧となる。
【００２７】
さらにまた、コモン電圧Ｖｃｏｍの振幅と、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅とが、等し
くなる条件を示すと、（Ｒ３ａ／Ｒ３ｂ）＝（Ｒ４ｂ／Ｒ４ａ）である。
【００２８】
従って以上に示した条件を全て満たすように抵抗の比を選ぶことによって、ＶｃｏｍＨの
電圧と、ＶｇｏｆｆＬの電圧と、を設定してコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧Ｖｇ
ｏｆｆの基準電位を決めて、さらにＶａｍｐの電圧を設定することで、同位相かつ同振幅
のコモン電圧Ｖｃｏｍと、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成することが可能である。
【００２９】
以上説明したように、振幅基準発生回路及びＶｃｏｍＨ基準発生回路及びＶｇｏｆｆＬ基
準発生回路の設定値により、同位相かつ同振幅のコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧
Ｖｇｏｆｆを容易に生成することが出来る。
【００３０】
さらに、本実施の形態による電源回路は、抵抗やオペアンプなどで実現可能であるため、
ＩＣに集積可能であり、部品点数を減らすことが出来る。
【００３１】
さらに、抵抗比で各電圧レベル及び振幅を決定するため、抵抗値を高くすれば定常的な電
流を抑え、低消費電力化が可能である。
【００３２】
以上、第１の実施の形態による電源回路について説明を行ったが、第２の実施の形態によ
る電源回路は、より回路規模を縮小し、消費電力を削減する方法を示す。
（第２の実施の形態）
以下、本発明の第２の実施形態による電源回路を、図４及び図５を用いて説明する。本実
施形態は、ＶｃｏｍＬを固定したことに特徴を有しており、第１の実施の形態による電源
回路のコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅の決定方法が異なるもの
である。
【００３３】
図４において、ＶｃｏｍＬはＧＮＤ固定とし、ＶｃｏｍＨは第１の実施の形態による電源
回路と同様に、ＶｃｏｍＨ基準発生回路１０２から生成する。また、ＶｇｏｆｆＬは第１
の実施の形態による電源回路と同様に、ＶｇｏｆｆＬ基準発生回路１０５から生成する。
ＶｇｏｆｆＨはＶｃｏｍＨとＶｇｏｆｆＬをＶｇｏｆｆＨ生成回路に入力して生成する。
すなわち第１の実施の形態による電源回路でＶｇｏｆｆＨ生成回路に入力していたＶａｍ
ｐの代わりにＶｃｏｍＨを入力する。各回路の具体的な内部構成は第１の実施の形態によ
る電源回路と同じである。従って、ＶｇｏｆｆＨは次式で示される。
【００３４】
ＶｇｏｆｆＨ　＝　Ｃ・ＶｇｏｆｆＬ＋Ｄ・ＶｃｏｍＨ　　　…（５）
（但し、Ｃ＝｛（Ｒ４ｃ＋Ｒ４ｄ）・Ｒ４ａ｝／｛（Ｒ４ａ＋Ｒ４ｂ）・Ｒ４ｃ｝、Ｄ＝
Ｒ４ｂ／Ｒ４ｃ、とする。）
ここで、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅を、ＶｇｏｆｆＬの設定によらずＶｃｏｍＨの
設定だけで生成するための条件を示すと、Ｒ４ａ＝Ｒ４ｃ＝Ｒ４ｂ＝Ｒ４ｄ、であり、こ
れを式（５）に代入して次式を得る。
【００３５】
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ＶｇｏｆｆＨ－ＶｇｏｆｆＬ　＝　ＶｃｏｍＨ　　　…（６）
従ってＶｃｏｍＬをＧＮＤに固定したとき、ＶｇｏｆｆＨ生成回路の抵抗値を全て等しく
することで、ＶｃｏｍＨの電圧と、ＶｇｏｆｆＬの電圧と、を設定して、同位相かつ同振
幅のコモン電圧Ｖｃｏｍと、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成することが可能である。
【００３６】
さらに、本実施の形態による電源回路は、第１の実施の形態による電源回路と比較して回
路規模を縮小し、消費電力を削減することが出来る。
【００３７】
次に、図５を用いて、第１の実施の形態による電源回路と、図４に示した電源回路と、を
切り替えて使用できる電源回路について説明する。図５において、本実施形態による電源
回路は、ＶａｍｐとＶｃｏｍＨとを切り替え信号ＭＯＤＥによって切り替えてＶｇｏｆｆ
に与える電圧セレクタ２０１と、バッファ１０７で増幅したＶｃｏｍＬとＧＮＤを切り替
え信号ＭＯＤＥによって切り替えて電圧セレクタ１１０に与える電圧セレクタ２０２を備
えている。なお、ＶｇｏｆｆＨ生成回路の抵抗値を全て等しくする。すなわちＲ４ａ＝Ｒ
４ｃ＝Ｒ４ｂ＝Ｒ４ｄとなる。また、ＶｃｏｍＬをＧＮＤ固定にしたとき、振幅基準発生
回路１０１と、ＶｃｏｍＬ生成回路１０３と、バッファ１０７はそれぞれの電源を切るこ
とで消費電力を削減することが出来る。
【００３８】
以上説明したように、ＶｃｏｍＬをＧＮＤに固定した場合、低消費電力であり、かつ振幅
基準発生回路及びＶｃｏｍＨ基準発生回路及びＶｇｏｆｆＬ基準発生回路の設定値により
、同位相かつ同振幅のコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを容易に生成す
ることが出来る。
【００３９】
以上、第２の実施の形態による電源回路について説明を行ったが、第３の実施の形態によ
る電源回路では、基準電圧を変えても同様に同位相かつ同振幅の容易に切り替える方法に
ついて述べる。
（第３の実施の形態）
以下、本発明の第３の実施形態による電源回路を、図６から図８を用いて説明する。最初
に、図６を用いて、本実施形態による電源回路の全体構成について説明する。
【００４０】
本実施形態による電源回路は、設定値を保持する設定レジスタ１００と、基準電圧Ｖｒｅ
ｇから設定値に従って電圧Ｖａｍｐを生成する振幅基準発生回路１０１と、基準電圧Ｖｒ
ｅｇから設定値に従って電圧ＶｃｏｍＬを生成するＶｃｏｍＬ基準発生回路３０１と、前
記ＶｃｏｍＬと前記Ｖａｍｐから電圧ＶｃｏｍＨを生成するＶｃｏｍＨ生成回路３０２と
、基準電圧Ｖｒｅｇから設定値に従って電圧ＶｇｏｆｆＨを生成するＶｇｏｆｆＨ基準発
生回路３０３と、前記ＶｇｏｆｆＨと前記Ｖａｍｐから電圧ＶｇｏｆｆＬを生成するＶｇ
ｏｆｆＬ生成回路３０４と、ＶｃｏｍＨ及びＶｃｏｍＬ及びＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆ
Ｌを受けて電流増幅するバッファ１０６から１０９と、交流化信号Ｍに従ってＶｃｏｍＨ
及びＶｃｏｍＬを切り替えてコモン電圧Ｖｃｏｍを生成する電圧セレクタ１１０と、交流
化信号Ｍに従ってＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆＬを切り替えてゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆ
を生成する電圧セレクタ１１１と、から構成される。
【００４１】
次に本実施形態による電源回路の動作について説明する。振幅基準発生回路１０１は、基
準電圧Ｖｒｅｇを基準として設定値に従って、ＶｃｏｍＨ生成回路３０２及びＶｇｏｆｆ
Ｌ生成回路３０４の基準電圧である電圧Ｖａｍｐを生成して、コモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲ
ートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの電圧振幅を決定する。ＶｃｏｍＬ基準発生回路３０１は、基準
電圧Ｖｒｅｇを基準として設定値に従って、コモン電圧Ｖｃｏｍの低電位側電圧となる電
圧ＶｃｏｍＬを生成する。ＶｃｏｍＨ生成回路３０２は、ＶｃｏｍＬを基準としてＶａｍ
ｐに従って、コモン電圧Ｖｃｏｍの高電位側電圧となる電圧ＶｃｏｍＨを生成する。バッ
ファ１０６及びバッファ１０７及び電圧セレクタ１１０は第１の実施形態による電源回路
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と動作は同じである。ＶｇｏｆｆＨ基準発生回路３０３は、基準電圧Ｖｒｅｇを基準とし
て設定値に従って、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの高電位側電圧となる電圧ＶｇｏｆｆＨを
生成する。ＶｇｏｆｆＬ生成回路３０４は、ＶｇｏｆｆＨを基準としてＶａｍｐに従って
、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの低電位側電圧となる電圧ＶｇｏｆｆＬを生成する。なお、
電圧ＶｇｏｆｆＬはＶｇｏｆｆＨとの電位差がコモン電圧Ｖｃｏｍの振幅と同じになるよ
うにする。バッファ１０８及びバッファ１０９及び電圧セレクタ１１１は第１の実施形態
による電源回路と動作は同じである。
【００４２】
次に図７を用いて本実施形態による電源回路のコモン電圧Ｖｃｏｍを生成する回路につい
て具体例を挙げて詳細に説明する。図７において、振幅基準電圧発生回路１０１は、第１
の実施形態による電源回路のそれと同じ構成である。ＶｃｏｍＬ基準発生回路３０１は、
ＶｃｏｍＨ基準発生回路１０２と同じ構成であり、ＶｃｏｍＨの代わりにＶｃｏｍＬを生
成することが異なる。ＶｃｏｍＨ生成回路３０２は、オペアンプＯＰ１０と、抵抗Ｒ６ａ
からＲ６ｄと、から構成される。なお、ＶｃｏｍＨは通常正の電源電圧ＤＤＶＤＨ付近の
電圧値に設定されるため、ＯＰ２とＯＰ６の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の電源はグランド
ＧＮＤとする。また、ＶｃｏｍＬは通常ＧＮＤ付近の電圧値に設定されるため、ＯＰ３と
ＯＰ７の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の電源は負の電源電圧ＶＣＬとする。また電圧振幅に
係わる電圧Ｖａｍｐを生成するＯＰ１の正の電源はＤＤＶＤＨ、負の電源はグランドＧＮ
Ｄとする。
【００４３】
ＶｃｏｍＨ生成回路３０２は差動増幅回路を成し、ＶｃｏｍＬとＶａｍｐからＶｃｏｍＨ
を生成する。ＶｃｏｍＨの電圧は次式により表される。
【００４４】
ＶｃｏｍＨ　＝　Ｅ・ＶｃｏｍＬ＋Ｆ・Ｖａｍｐ　　　…（７）
（但し、Ｅ＝｛（Ｒ６ｃ＋Ｒ６ｄ）・Ｒ６ａ｝／｛（Ｒ６ａ＋Ｒ６ｂ）・Ｒ６ｃ｝、Ｆ＝
Ｒ６ｂ／Ｒ６ｃ、とする。）
以上のように、ＶｃｏｍＬとＶａｍｐからＶｃｏｍＨを生成することが可能であり、Ｖｃ
ｏｍＬとＶａｍｐを設定値により調節してＶｃｏｍの振幅及び電圧レベルを容易に調節可
能である。
【００４５】
ここで、コモン電圧Ｖｃｏｍの振幅を、ＶｃｏｍＬの設定によらずＶａｍｐの設定だけで
生成するための条件を示すと、Ｒ６ａ＝Ｒ６ｃ、Ｒ６ｂ＝Ｒ６ｄ、であり、これを式（７
）に代入して次式を得る。
【００４６】
ＶｃｏｍＨ－ＶｃｏｍＬ　＝　（Ｒ６ｂ／Ｒ６ａ）・Ｖａｍｐ　　　…（８）
すなわちコモン電圧Ｖｃｏｍの振幅はＶａｍｐに比例した電圧となる。
【００４７】
次に図８を用いて本実施形態による電源回路のゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成する回路
について具体例を挙げて詳細に説明する。図８において、ＶｇｏｆｆＨ基準発生回路３０
３は、ＶｇｏｆｆＬ基準発生回路１０４と同じ構成であり、ＶｇｏｆｆＬの代わりにＶｇ
ｏｆｆＨを生成することが異なる。ＶｇｏｆｆＬ生成回路３０４は、オペアンプＯＰ７と
、抵抗Ｒ７ａからＲ７ｄと、から構成される。なお、ＶｇｏｆｆＨ及びＶｇｏｆｆＬはグ
ランドＧＮＤから負の電源電圧ＶＧＬの範囲にあるものとする。
【００４８】
ＶｇｏｆｆＬ生成回路６０４は差動増幅回路を成し、ＶｇｏｆｆＨとＶａｍｐからＶｇｏ
ｆｆＬを生成する。ＶｇｏｆｆＬの電圧は次式により表される。
【００４９】
ＶｇｏｆｆＬ　＝　Ｇ・ＶｇｏｆｆＨ－Ｈ・Ｖａｍｐ　　　…（９）
（但し、Ｇ＝｛（Ｒ７ｃ＋Ｒ７ｄ）・Ｒ７ａ｝／｛（Ｒ７ａ＋Ｒ７ｂ）・Ｒ７ｃ｝、Ｈ＝
Ｒ７ｄ／Ｒ７ｃ、とする。）
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以上のように、ＶｇｏｆｆＨとＶａｍｐからＶｇｏｆｆＬを生成することが可能であり、
ＶｇｏｆｆＨとＶａｍｐを設定値により調節してＶｇｏｆｆの振幅及び電圧レベルを容易
に調節可能である。
【００５０】
ここで、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅を、ＶｇｏｆｆＨの設定によらずＶａｍｐの設
定だけで生成するための条件を示すと、Ｒ７ａ＝Ｒ７ｃ、Ｒ７ｂ＝Ｒ７ｄ、であり、これ
を式（９）に代入して次式を得る。
【００５１】
ＶｇｏｆｆＨ－ＶｇｏｆｆＬ　＝　（Ｒ７ｂ／Ｒ７ａ）・Ｖａｍｐ　　　…（１０）
すなわちゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅はＶａｍｐに比例した電圧となる。
【００５２】
さらにまた、コモン電圧Ｖｃｏｍの振幅と、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅とが、等し
くなる条件を示すと、（Ｒ６ｂ／Ｒ６ａ）＝（Ｒ７ｂ／Ｒ７ａ）である。
【００５３】
従って以上に示した条件を全て満たすように抵抗の比を選ぶことによって、ＶｃｏｍＬの
電圧と、ＶｇｏｆｆＨの電圧と、を設定してコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧Ｖｇ
ｏｆｆの基準電位を決めて、さらにＶａｍｐの電圧を設定することで、同位相かつ同振幅
のコモン電圧Ｖｃｏｍと、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成することが可能である。
【００５４】
以上説明したように、ＶｃｏｍＬを基準としてＶｃｏｍＨを生成して、ＶｇｏｆｆＨを基
準としてＶｇｏｆｆＬを生成しても、同位相かつ同振幅のコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲート
オフ電圧Ｖｇｏｆｆを容易に生成することが出来る。
【００５５】
以上、第３の実施の形態による電源回路について説明を行ったが、第４の実施の形態によ
る電源回路では、より少ないオペアンプで同位相かつ同振幅の２つの電圧を容易に生成す
る方法を示す。
（第４の実施の形態）
以下、本発明の第４の実施形態による電源回路を、図９を用いて説明する。
【００５６】
本実施形態による電源回路は、第１の実施形態による電源回路のＶｇｏｆｆＨ生成する回
路が異なるだけである。図９に示すように、第１の実施形態による電源回路のＶｇｏｆｆ
Ｈ生成回路１０５とバッファ１０８の代わりに、コンデンサ９０１と、バッファ１０６で
増幅されたＶｃｏｍＨと電圧セレクタに接続するＶｇｏｆｆＨとを交流化信号Ｍにより切
り替えてコンデンサ９０１の＋電極と接続する電圧セレクタ９０２と、バッファ１０７で
増幅されたＶｃｏｍＬとバッファ１０９で増幅されたＶｇｏｆｆＬとを交流化信号Ｍによ
り切り替えてコンデンサ９０１の－電極と接続する電圧セレクタ９０３と、から構成され
る。
【００５７】
次に本実施形態による電源回路の動作について説明する。ここで、交流化信号Ｍがローレ
ベルのとき液晶パネルの駆動電圧を正極性とし、電圧セレクタ１１０及び１１１はそれぞ
れＶｃｏｍＬ及びＶｇｏｆｆＬを選択して出力することにする。このとき、電圧セレクタ
９０２はコンデンサ９０２の＋電極とＶｃｏｍＨを接続し、電圧セレクタ９０３はコンデ
ンサ９０２の－電極とＶｃｏｍＬとを接続し、コンデンサ９０１を充電する。十分に充電
されるとコンデンサ９０１の両端の電位差はコモン電圧Ｖｃｏｍの振幅と等しくなる。ま
た、このとき、ＶｇｏｆｆＨは電圧セレクタ９０２で切り離されているが、電圧セレクタ
１１１がＶｇｏｆｆＬを選択して出力しているため、問題ない。次に、交流化信号Ｍがハ
イレベルとなり負極性になると、電圧セレクタ１１０及び１１１はそれぞれＶｃｏｍＨ及
びＶｇｏｆｆＨを選択して出力する。このとき、電圧セレクタ９０２はコンデンサ９０２
の＋電極とＶｇｏｆｆＨを接続し、電圧セレクタ９０３はコンデンサ９０２の－電極とＶ
ｇｏｆｆＬとを接続する。従って、ＶｇｏｆｆＨの電圧はＶｇｏｆｆＬからコモン電圧Ｖ
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ｃｏｍの振幅の分高い電位となり、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆはコモン電圧Ｖｃｏｍと同
振幅かつ同位相の電圧を出力することが可能である。
【００５８】
以上説明したように、コンデンサを用いて、同位相かつ同振幅のコモン電圧Ｖｃｏｍ及び
ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを容易に生成することが出来る。コンデンサ９０１はＩＣの外
付け部品と成り得るが、ゲート線の負荷容量が小さければコンデンサ９０１の容量値も小
さくすることが可能であり、ＩＣにも集積可能である。
（第５の実施の形態）
以下、本発明の第５の実施形態による、電源回路を含む液晶表示装置を、図１０から図１
２を用いて説明する。
【００５９】
図１０に本実施形態による電源回路を含む液晶表示装置の概要構成を示す。図１０におい
て、液晶表示装置は、マイクロプロセッサ（以下、ＭＰＵ）１０と、電源回路２０と、液
晶駆動回路３０と、走査回路４０と、液晶パネル５０と、から構成される。さらに、液晶
駆動回路３０は、ＭＰＵ１０からの設定データを受け取るインタフェース部３１と、設定
データを保持するレジスタ部３２を備える。また、電源回路１００は、第１から第４の実
施形態による電源回路である。
【００６０】
次に本実施形態による電源回路を含む液晶表示装置の動作について説明する。まず、電源
投入後、ＭＰＵ１０は、各回路の動作を設定する命令を、液晶駆動回路３０に出力する。
インタフェース部３１で命令を受け取った液晶駆動回路３０は、レジスタ部３２に保持す
る。レジスタ部３２に保持した設定値のうち、電源回路２０と走査回路４０の設定値に関
しては、ＭＰＵ１０からの送信命令で、各々に設定値を出力する。
【００６１】
ここで、図１１を用いて、電源回路２０の設定値を液晶駆動回路３０から送信する方法に
ついて詳細に説明する。まず、ＭＰＵ１０から書き込むデータのインデックスが送られ、
次にデータが送られ、インデックス毎にレジスタ部３２に書き込まれる。送られたデータ
のうち、電源回路２０の設定値がインデックス０１ｈのビット１から０、インデックス０
２ｈのビット３から２、インデックス０３ｈのビット２から０、とすると、ＭＰＵ１０か
らの送信命令が送られてきた時点で、前記ビットを纏めて電源回路２０に対して送信する
。走査回路４０に対しても同様に設定値を送信することが出来る。従って、ＭＰＵ１０と
のインタフェース部を液晶駆動回路３０に集約して、電源回路２０および走査回路４０の
回路規模を削減することが出来る。
【００６２】
図１０に示すように、液晶駆動回路３０から送信される設定値は、特に電源回路２０では
、設定レジスタ１００に設定値が保持される。このようにＭＰＵ１０が各回路の設定値を
出力して必要なデータだけを液晶駆動回路３０から電源回路２０及び走査回路４０に出力
して各回路の動作を決める。
【００６３】
また、液晶駆動回路３０は、制御信号出力し、コントローラの役目を担う。電源回路２０
に対しては、昇圧用のクロックＤＣＣＬＫと、交流化信号Ｍと、を生成して出力する。電
源回路２０は液晶駆動回路３０からの設定値を設定レジスタ１００に取り込み、電源回路
２０内部の各電圧を設定する。走査回路４０も同様に設定値を受け取り、走査回路４０内
部の設定を行う。電源回路２０では設定レジスタの設定値に従って、基準電源Ｖｃｉから
昇圧用のクロックＤＣＣＬＫをもとに昇圧して各電圧を生成し、液晶駆動回路３０に対し
ては、階調電圧用電源ＤＤＶＤＨと、階調基準電圧ＶＤＨを出力する。さらに、走査回路
４０に対しては、正の高電圧電源ＶＧＨ（ゲートオン電圧Ｖｇｏｎとなる）と、負の高電
圧電源ＶＧＬを出力し、ゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを出力する。さらに、液晶パネル５０
に対しては、液晶パネル５０のコモン電極にコモン電圧Ｖｃｏｍを出力する。
【００６４】
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次に、前記電源が安定になったところで、ＭＰＵ１０は表示データを液晶駆動回路３０に
出力し、液晶駆動回路３０は、階調電圧用電源ＤＤＶＤＨを電源とする階調電圧生成部（
図示せず）において、階調基準電圧ＶＤＨから各階調の電圧レベルを生成し、表示データ
に従って階調電圧に変換し、液晶パネル５０のデータ線に出力する。
【００６５】
また、走査回路４０は、正高電圧電源ＶＧＨと負高電圧電源ＶＧＬを電源とし、液晶駆動
回路３０からのラインクロックＣＬ１に従って、非走査期間はゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆ
を出力し、走査期間は正高電圧電源ＶＧＨを走査電圧として、液晶パネル５０のゲート線
の走査を行う。従って、液晶パネル５０に表示がなされる。
【００６６】
次に、図１２を用いて、電源回路２０の内部構成について詳細に説明する。図１２におい
て、電源回路２０は、１００から１１１の第１の実施の形態による電源回路の各要素と、
加えて、電圧調整回路１１００と、レギュレータ１１０１と、昇圧回路１１０２から１１
０５と、ＶＤＨ基準発生回路１１０６と、バッファ１１０７と、昇圧用のコンデンサＣ１
１、Ｃ１２、Ｃ２１、Ｃ２２、Ｃ２３、Ｃ３１、Ｃ３２、とから構成される。なお、各電
圧出力には安定化のためのコンデンサＣｂを付加してある。
【００６７】
次に各部の動作について説明する。まず、電圧調整回路１１００は、基準電源Ｖｃｉから
基準電圧ＶｒｅｇＰ及び基準電圧ＶｒｅｇＮを生成して出力する。基準電圧ＶｒｅｇＰ及
び基準電圧ＶｒｅｇＮは第１の実施の形態による電源回路の基準電圧Ｖｒｅｇと同じ機能
を果たす。レギュレータ１１０１は基準電源Ｖｃｉを基準電圧ＶｒｅｇＰでレギュレート
し、安定した電圧Ｖｃｉ１を供給する。昇圧回路１１０２はチャージポンプ回路であり、
昇圧用コンデンサＣ１１、Ｃ１２を用いて、電圧Ｖｃｉ１を２倍あるいは３倍に昇圧して
、電源電圧ＤＤＶＤＨとして出力する。また、昇圧回路１１０３はチャージポンプ回路で
あり、昇圧用コンデンサＣ２１、Ｃ２２、Ｃ２３を用いて、電源電圧ＤＤＶＤＨを２倍あ
るいは３倍あるいは４倍に昇圧して、電源電圧ＶＧＨとして出力する。また、昇圧回路１
１０４はチャージポンプ回路であり、昇圧用コンデンサＣ３１を用いて、電圧ＶＧＨを－
１倍して、電源電圧ＤＤＶＤＨとして出力する。また、昇圧回路１１０５はチャージポン
プ回路であり、昇圧用コンデンサＣ４１を用いて、基準電圧Ｖｃｉを－１倍して、電源電
圧ＶＣＬとして出力する。ＶＤＨ基準発生回路１１０６は、基準電圧ＶｒｅｇＰから設定
値に従って電圧増幅する。増幅した電圧はバッファ１１０７で電流増幅して、電圧ＶＤＨ
として出力する。符号１０４から１１１は第１の実施の形態による電源回路と同一機能の
回路であり、各回路の電源は、昇圧回路１１０２から１１０５で生成した電源電圧を用い
る。従って安定した基準電圧Ｖｃｉ１から各電源電圧が生成され、コモン電圧Ｖｃｏｍ及
びゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆが生成されて、液晶駆動回路３０及び走査回路４０及び液晶
パネル５０に供給され、表示がなされる。
【００６８】
以上説明したように、振幅基準発生回路及びＶｃｏｍＨ基準発生回路及びＶｇｏｆｆＬ基
準発生回路の設定値により、同位相かつ同振幅のコモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧
Ｖｇｏｆｆを容易に生成することが出来、またＭＰＵ１０から設定データを更新すれば、
簡単に電圧レベル及び振幅を変更することが出来る。
【００６９】
本発明は以上に示した実施の形態に限定されるものではなく、その主旨を逸脱しない範囲
で種々変更可能であることはいうまでもない。例えば、第１の実施の形態による電源回路
の基準電圧Ｖｒｅｇは振幅基準発生回路１０１及びＶｃｏｍＨ基準発生回路１０２及びＶ
ｇｏｆｆＬ基準発生回路１０５に共通の電圧としたが、これを別々の電圧レベルに変えて
も何ら問題ない。
【００７０】
上記本発明の第１～第５の実施の形態によれば、定常電流を抑えて低消費電力であり、か
つＶｃｏｍ及びＶｇｏｆｆの振幅や電圧レベルを容易に変更可能にして使い勝手の良い、
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低コストな電源回路及びそれを用いた液晶駆動回路を実現できる。
【００７１】
【発明の効果】
本発明によれば、液晶表示装置の定常電流を抑えることができ、これにより、消費電力を
低減するという効果を奏する。
【００７２】
又は、本発明によれば、コモン電圧Ｖｃｏｍ及びゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆの振幅や電圧
レベルを容易に変更可能にすることにより、ユーザの利便性を向上するという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態による電源回路の概略構成を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による電源回路のコモン電圧Ｖｃｏｍを生成する回路の
詳細構成を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による電源回路のゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成する
回路の詳細構成を示す図である。
【図４】本発明の第２の実施形態による電源回路の概略構成を示す図である。
【図５】本発明の第２の実施形態による電源回路の概略構成を示す図である。
【図６】本発明の第３の実施形態による電源回路の概略構成を示す図である。
【図７】本発明の第３の実施形態による電源回路のコモン電圧Ｖｃｏｍを生成する回路の
詳細構成を示す図である。
【図８】本発明の第３の実施形態による電源回路のゲートオフ電圧Ｖｇｏｆｆを生成する
回路の詳細構成を示す図である。
【図９】本発明の第４の実施形態による電源回路の概略構成を示す図である。
【図１０】本発明の第５の実施形態による電源回路を含む液晶表示装置の概略構成を示す
図である。
【図１１】本発明の第５の実施形態による電源回路を含む液晶表示装置の設定データの送
信方法を示す図である。
【図１２】本発明の第５の実施形態による電源回路の内部の詳細構成を示す図である。
【図１３】従来の電源回路の概略構成を示す図である。
【符号の説明】
１００…設定レジスタ、１０１…振幅基準発生回路、１０２…ＶｃｏｍＨ基準発生回路、
１０３…ＶｃｏｍＬ生成回路、１０４…ＶｇｏｆｆＬ基準発生回路、１０５…Ｖｇｏｆｆ
Ｈ生成回路、１０６…バッファ、１０７…バッファ、１０８…バッファ、１０９…バッフ
ァ、１１０…電圧セレクタ、１１１…電圧セレクタ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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